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６月８日に閉幕した第 25 回全国都市緑化ぐんまフェアには会期中 142 万人が訪れ賑わった



平成 20 年度　　第 27 回 通常総会を開催
廣瀬会長再任　将来の協会運営見据え、効率性重視し事業実施へ

　茨造協は５月 26 日、水戸市青柳町の茨城県建設技
術研修センターで、平成 20 年度第 27 回通常総会を開
催した。
　総会は冒頭、飛田副会長の開式の辞の後、廣瀬一三
会長が、「厳しい状況の中、さまざまな努力が求められ、
今回の予算案にも計上したが、特別会費をやめ、多く
の会員で協会を支える仕組みを整え、歳出についても、
これまでのホテルを利用し、緑化懇談会と合わせて開
催していた総会を、公共施設を借りて行うなど工夫し
ていく。また、単に支出を抑えるというのではなく、
その趣旨は継続し、賀詞交歓会時に合わせて行ってい

く方針であり、公益法人として成すべきことは積極的
に実施し、社会貢献事業などに取り組んでいく。さら
に、技能五輪や県の環境税に向けた提案など、渉外活
動も活発に行い、協会・業界の発展に努めていきたい」
とあいさつ。
　その後、廣瀬会長を議長に、①平成 19 年度事業報
告、②平成 19 年度収支決算報告、③平成 20 年度事業
計画、④平成 20 年度収支予算、⑤総会議決事項の委任、
⑥役員の選任の６議案を審議・承認し、役員の選任で
は、廣瀬会長を再任、平成 20 年度事業では、厳しい
運営状況にあるものの、地域から緑化推進公益団体と
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　俗に言う「ねじれ国会」による不安定な政治事情や格差問題、
特に地方格差の拡大影響、さらに好調経済といわれる最中、い
まだに地方への配分恩恵が生じえぬ状況など、我々業界からは、
我が国の先行きが不透明に見える。
　また、他方で国および県など地方公共団体において、社会基
盤整備にかかる公共事業費については、数年来引き続いている
とおり、マイナスシーリングが本年度もかかっており、需給困
窮度が増し、造園建設業界にとって大変厳しい環境下にある。
　しかし、一方で地球温暖化抑止関連施策、地域社会での緑お
よび草花の植栽要望や憩いの場づくりなど、官民を問わず多岐
多様な緑化ニーズが顕在化している。
　これら現状を鑑み、当協会の運営は厳しい状況下にあるが、
地域から緑化推進公益団体として大きく期待されている法人の
認識に立ち、緑化を通した社会福祉への的確な関与およびあわ

　会　長 廣瀬　一三 第一造園土木㈱ 県南

　副会長 猪瀬　清次 ㈱植正園 県北

　副会長 川上　一夫 ㈱川上農場 県南

　副会長 飛田　賢一 ㈱松風園 県北

　理　事 稲見　洋二 不二造園土木㈱ 県南

　理　事 岡野　　稔 山口造園㈱ 県西

　理事 ( 新 ) 鴨志田　茂 ㈱鴨志田造園建設 県北

　理事 ( 新 ) 小松崎裕敏 ㈱ミドリヤ 鹿行

　理事 ( 新 ) 柴崎　茂雄 つくば都市緑化㈱ 県南

　理　事 庄司　憲生 常磐造園㈱ 県北

　理　事 田中　資康 ㈱タナカ築庭 県北

　理　事 中庭　隆夫 ㈱中庭造園土木 県北

　理　事 橋本　純一 橋本造園土木㈱ 県南

　理事 ( 新 ) 平根　成浩 興和緑地建設㈱ 県北

　理　事 松本　文巳 ㈱芝良 県南

　理　事 宮本　和雄 茨城県県南造園土木 （業） 県南

　理　事 村上　正人 ㈲中田造園 県西

　理　事 山口　喜弘 県西

　理　事 山中　廣司 豊造園㈱ 鹿行

　監　事 橋本　美晴 ㈱橋本農園

　監　事 張替　　久 緑化植産㈱

　監　事 宮嶋　敬夫

平成 20 年度理事および監事

して大きく期待されている法人の認識に立ち、緑化を
通した社会福祉への的確な関与を図り、合わせて傘下
会員の経営基盤の変動と将来の協会運営を見据え、節
約と効率性を重視した運営で、①緑化啓蒙事業の積極
的展開、②会員の研修事業の充実、③会員の社会的基

せて業界の経営基盤確立強化についてさらに推進を図っていく
必要がある。
　平成 20 年度は、前年度に引き続き緑化事業推進の充実および
緑化啓蒙啓発の強化を図るため、下記の事業を実施していくこ
ととしている。
　ただ、傘下会員の経営基盤の変動と将来の協会運営を見据え、
本年度から特別会費を徴収しないことにし、節約と効率性を重
視した運営で各種事業を実施することにしている。

記
　　　　　　（１）　緑化啓蒙事業の積極的展開
　　　　　　（２）　会員の研修事業の充実
　　　　　　（３）　会員の社会的基盤の確立
　　　　　　（４）　ボランティア活動の実施

（１）緑化推進事業を実施します
（２）都市緑化の推進に寄与するための催事に協力、協賛します
（３）経営の近代化の促進と技術水準の向上を図るため、講習会、
　　  研修会を実施します

（４）若手造園職の技術・技能の向上を目指します
（５）造園工事の受注拡大を図ります

（６）福利厚生事業を実施します
（７）関係団体との連携強調を図ってまいります
（８）他見造協との交流および情報交換を図ります
（９）広報活動を実施します
（10）社会還元事業 ( ボランティア活動 ) を実施します

盤の確立、④ボランティア活動の実施――に取り組ん
でいくこととした。
　議案審議後の報告では、新入会員の紹介のほか、全
国都市緑化ぐんまフェアに出展、入賞した２作品につ
いて協会からの表彰が行われた。

基本方針

事業計画（項目抜粋）

左から廣瀬一三会長、飛田賢一、川上一夫副会長
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　今年３月 29 日から６月８日まで、群馬県の前橋公
園と敷島公園、城址公園周辺市街地の高崎会場などを
中心に開かれた第 25 回全国都市緑化ぐんまフェアは、
72 日間の会期中、目標の 100 万人を大きく上回る 142
万 3000 人が来場し大盛況。広く都市緑化をアピール
した。

ぐんまフェア会場のようす
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全国自治体花壇
「にっぽんの花景
色」に茨城県が
出展した花壇は

「水郷潮来あやめ
まつり」をテー
マにした鮮やか
な花壇で見事「金
賞」を受賞した

　ぐんまフェアにおいては、茨造協も企業団体出展花
壇に協力し、総合会場となった前橋公園会場の「なご
みの庭ゾーン」に「陽の光と風を感じる庭」を出展した。
　なごみの庭は、「和（なごみ）の庭園空間」をテー
マに古典的から現代風まで、「魅せる」ことに着目し
たさまざまなタイプの「和（なごみ）」を提案するも
ので、群馬県内外の 44 企業・団体が侘び寂びを基調

とした和風庭園空間を出展。さらに、企業・団体出展
のぐんまの庭は群馬県内から 24 庭園が出展され、こ
れらの出展庭園におけるコンテストが実施され、総合
部門、都市緑化技術部門、デザイン部門、施工部門の
各部門ごとに金・銀・銅賞が選ばれ、茨造協出展庭園
は、デザイン部門の銀賞を受賞した。
　また、同じ前橋公園会場の「自然の記憶ゾーン」は、
さちの池を中心にふるさとのなつかしくやさしい水辺
の風景が演出され、全国自治体花壇の「にっぽんの花
景色」では、茨城県が６月には紫、白、黄の色とりど
りのあやめが咲き乱れ、水戸黄門が美しく可憐な様を
歌にしたことで知られる「水郷潮来あやめまつり」を
テーマにした花壇を出展。見事金賞を受賞した。

　茨造協出展庭園は茨造協会員に公募し、

９つのデザインから岩崎修典さん（㈱大平

造園土木）の作品を選定。

　茨城県花壇についても当協会が協力、会

員に公募し、３作品から、櫻井絵美さん（大

平造園土木㈱）の作品を選定。

　なお、さる 5 月 26 日に行われた茨造協

通常総会では、庭園出展で「銀賞」、花壇

出展で「金賞」に輝いた作品のデザインを

考案した栄誉を称え、廣瀬会長から表彰状

が手渡された（写真・平成 20 年度通常総

会の席上行われた表彰式のもよう）。
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都道府県名 Ｈ 11 Ｈ 12 Ｈ 13 Ｈ 14 Ｈ 15 Ｈ 16 Ｈ 17 H18 H19 H20

北海道 21,100 18,000 18,000 17,300 16,300 15,700 15,200 14,900 14,600 14,200

青森県 23,200 18,100 18,800 17,900 16,900 16,100 15,600 15,300 15,000 14,600

岩手県 23,200 18,100 18,800 17,900 16,900 16,100 15,600 15,300 15,000 14,600

宮城県 23,200 18,600 19,300 18,300 17,200 16,300 15,800 15,500 15,200 14,800

秋田県 23,200 18,400 18,800 17,900 16,900 16,100 15,600 15,300 15,000 14,600

山形県 23,200 17,500 19,200 18,200 17,100 16,200 15,700 15,400 15,100 14,700

福島県 23,200 17,200 19,400 18,400 17,300 16,400 15,900 15,600 15,300 14,900

茨城県 17,100 16,300 17,500 16,800 16,600 16,300 16,200 16,000 15,700 15,300

栃木県 16,900 16,100 17,500 16,600 16,400 16,300 16,100 15,900 15,600 15,200

群馬県 18,100 16,900 17,900 17,000 16,000 15,900 16,100 15,800 15,500 15,100

埼玉県 17,300 16,100 17,300 17,000 16,800 16,400 16,200 16,000 15,700 15,300

千葉県 17,600 16,300 17,300 16,900 16,700 16,400 16,500 16,200 15,900 15,500

東京都 18,300 16,100 17,300 17,000 16,800 16,300 16,500 16,200 15,900 15,500

神奈川県 18,100 16,000 17,300 16,500 16,300 16,100 16,300 16,300 16,000 15,600

山梨県 18,600 16,000 17,200 17,000 16,800 16,700 16,400 16,300 16,000 15,600

長野県 18,100 17,700 18,100 17,500 16,900 16,100 16,100 15,800 15,500 15,200

新潟県 18,100 17,300 18,900 18,000 17,000 16,100 15,600 15,400 15,100 14,700

富山県 18,100 17,900 18,800 17,900 16,900 16,100 15,600 15,300 15,000 14,600

石川県 18,100 17,900 18,500 17,600 16,600 15,800 15,300 15,000 14,700 15,000

岐阜県 18,900 17,700 17,300 17,300 16,800 16,200 16,200 15,900 15,600 15,900

静岡県 18,900 17,200 17,900 17,200 17,000 16,100 16,300 16,400 16,100 15,800

愛知県 18,900 16,400 18,000 17,500 17,300 16,400 16,600 16,300 16,000 16,300

三重県 18,900 16,700 17,600 17,000 16,800 16,000 16,200 15,900 15,600 15,900

福井県 17,500 16,600 17,400 16,700 15,700 14,900 15,100 15,500 15,900 15,500

滋賀県 17,500 16,400 17,000 16,800 15,800 15,000 15,200 15,300 15,600 15,600

京都府 17,500 17,100 17,200 17,000 16,000 15,200 15,400 15,400 15,800 16,100

大阪府 17,500 16,900 17,800 17,400 16,400 15,600 15,100 15,500 15,900 15,800

兵庫県 17,500 16,700 17,300 17,000 16,000 15,200 15,400 15,800 16,200 15,900

奈良県 17,500 16,700 17,200 17,100 16,100 15,300 15,300 15,500 15,800 16,100

和歌山県 17,500 16,800 17,200 17,100 16,100 15,300 15,500 15,500 15,800 16,100

鳥取県 17,200 16,700 16,200 16,300 15,400 14,600 14,800 15,200 15,600 15,600

島根県 17,200 16,000 15,500 15,500 14,600 13,900 14,100 14,400 14,700 15,000

岡山県 17,200 16,600 16,100 16,200 15,300 14,600 14,800 15,200 15,600 15,400

広島県 17,200 16,300 16,300 15,700 14,800 14,100 14,300 14,500 14,800 15,100

山口県 17,200 16,100 16,300 15,800 14,900 14,200 14,400 14,600 14,900 15,200

徳島県 21,200 16,100 16,100 15,600 15,400 14,600 14,300 14,000 13,700 14,000

香川県 21,200 16,100 16,100 15,600 15,400 14,600 14,200 13,900 13,600 13,900

愛媛県 21,200 16,200 16,200 16,200 15,600 14,800 14,300 14,000 13,700 14,000

高知県 21,200 16,200 16,100 16,100 15,600 14,800 14,300 14,000 13,700 14,000

福岡県 20,900 15,900 15,900 15,600 15,200 14,500 14,100 14,400 14,300 13,900

佐賀県 20,900 16,300 16,300 15,500 15,100 14,400 14,000 14,300 14,200 13,900

長崎県 20,900 16,200 16,200 15,600 15,200 14,500 14,100 14,400 14,200 13,900

熊本県 20,900 16,300 16,300 15,600 15,200 14,500 14,100 14,400 14,400 14,000

大分県 20,900 16,300 16,300 15,500 15,200 14,500 14,100 14,400 14,300 13,900

宮崎県 20,900 16,300 16,300 15,600 15,100 14,400 14,000 14,300 14,100 13,800

鹿児島県 20,900 16,400 16,400 15,600 15,200 14,500 14,100 14,400 14,200 13,900

沖縄県 22,100 21,200 19,500 18,500 17,400 16,500 16,000 15,700 15,400 15,000

全国平均 19,404 16,870 17,360 16,815 16,149 15,460 15,289 15,247 15,138 14,989

公共工事設計労務単価 ７年連続で減少

　国土交通省と農林水産省は平成 20 年度当
初からの公共工事の積算に用いるための平成
20 年度公共工事設計労務単価を公表した。
　これによると造園工は全国平均で 15,000
円を割り、14,989 円、前年度マイナス 149 円
となった。また、茨城県は 15,300 円で、前
年度マイナス 400 円となった。
　労務単価は 51 職種ごとに示され、全体の
平均は 16,726 円で、前年度に比べマイナス
253 円と、全体に減少傾向が続いている。
　造園工は、平成 11 年で東北地方などで
23,200 円となっていたが、今年度は 15,000
円で約 64％程度に落ち込み、全国平均でも
77％と、単価の下落に歯止めがかからない状
況となっている。
　こうした中、石川県、岐阜県、愛知県、三
重県、京都府、奈良県、島根県、広島県、山
口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県で微
増となり、都道府県別の格差が縮まる結果と
なった。
　なお、最高額は、愛知県の 16,300 円、最
低額は宮崎県の 13,800 円となっている。
　茨城県における他の職種を見てみると、特
殊作業員 15,200 円、普通作業員 12,600 円、
軽作業員 9,500 円、法面工 15,700 円、とび
工 17,000 円、 石 工 19,900 円、 ブ ロ ッ ク 工
20,200 円、電工 16,400 円、鉄筋工 16,500 円、
鉄骨工 16,300 円、塗装工 16,400 円、溶接工
18,600 円、運転手（特殊）15,100 円、運転手

（一般）13,700 円、山林砂防工 20,900 円、型
枠工 16,200 円、大工 18,100 円、左官 17,500 円、
配管工 17,300 円、土木一般世話役 17,700 円、
交通誘導員 A9,300 円、交通誘導員 B9,100 円
などとなっている。

造園工　茨城は前年度 400 円減の 15,300 円に
平成 11 年から平成 20 年までの造園工における労務単価の推移
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「造園工」労務単価の経年変化    （各地域別平均、単位：円）
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（社）日本造園建設業協会茨城県支部は２月 18 日、
造園協会の３階会議室で、「総合評価制度講習会」
品確法の概要と総合評価の必要性についてと題し
た研修会を行った。
　当日は、国土交通省関東地方整備局国営常陸海
浜公園事務所長の水口辰夫氏と、国土交通省関東
地方整備局国営常陸海浜公園事務所公務課長の菊
地一美氏を講師に研修が行われ、企業倫理が問わ
れる中で、品質を確保し、あわせて適切な競争が
行われることを目的とした今後積極的に導入が進

「総合評価制度講習会」
品確法の概要と総合評価の必要性について

められる総合評価について、これまで価格偏重傾
向があったが、企業や職員の技術力や工夫・提案
などにも配慮し、価格が高くても集札の可能性が
高まるなど、その仕組みなどが示された。

7



花や緑に関するパンフレットの配布などによる緑化のアピールを実施。花壇
づくりの体験などの各種催事には多くの市民が参加した（県西総合公園）

竹細工や寄植づくりにも多く方々が集まり、
花と緑に触れあった（県西総合公園）

作成した花壇の前で記念撮影（県西総合公園）

平成 20 年度

春季都市緑化祭
茨造協後援　県内各公園で開催

楽しみながら緑化への関心深める
　平成 20 年度春季季都
市緑化祭が、ひたち海浜
公園、県西総合公園、砂
沼広域公園、港公園、偕
楽園公園、笠間芸術の森
公園、大子広域公園、鹿
島灘海浜公園で開催さ
れ、都市緑化の大切さを
楽しみながら感じられる

8

開場を控えて、スタッフ一同での
打ち合わせも入念に行われた（洞峰公園）

各種出展催事のほか、芋煮も来
場者に振舞われた（洞峰公園）
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平成 20 年度

春季都市緑化祭
茨造協後援　県内各公園で開催

楽しみながら緑化への関心深める
ようさまざまな企画催事が行われた。　
　都市緑化祭には、茨造協会員も多数参加・協力して
おり、年々実施する企画催事のメニューも多彩になり、
花や緑に触れ、公園を楽しむ機会を県民に広く提供し
ている。
　また、公園におけるイベントなど、公園の活用は、
指定管理者などにも参考になるもので、いずれの催事
にも、準備段階から茨造協会員が積極的に参加して、
実施された。

作成した花壇の前で記念撮影（砂沼広域公園）

花壇づくりはコミュニケーションの場
としても大活躍（砂沼広域公園）

開場を控えて、スタッフ一同での
打ち合わせも入念に行われた（洞峰公園）

コケ玉づくり
や工作などは
子どもたちで
にぎわった

（洞峰公園）

各種出展催事のほか、芋煮も来
場者に振舞われた（洞峰公園）



10

　また、同大会の報告会が３月 24 日、ホテルテラス
ザガーデン水戸で行われ、昨年の香川大会に続いて 2
回目の参加となった割貝達也さんと、初出場となった
宮村清司さんが大会のようすを報告。割貝さんは、「２
回目なので出場するからには、何かを持って帰りたい
と意欲満々だった。今度は茨城大会に向けて頑張りた
い。これからはもっと勉強して、誰が見ても良いもの
を造りたい」と今後の抱負を語った。
　宮村さんは、「大会に出場する前の練習は一つ一つ
が新鮮で指導者及び関係者たちのご指導のおかげで良
い勉強になった。大会では緊張してしまい時間配分も
出来ない状態だった。次回出場する機会があれば頑張
りたい」と語った。
　なお、報告会では、廣瀬会長から、割貝さんに表彰
状とメダルの授与が行われた。

　第 45 回技能五輪全国大会が千葉県・幕張メッセ
などを会場に２月 29 日から３月３日まで、43 職種、
980 人の選手が参加して行われた。このうち、造園職
は、東京・江東区の木場公園を会場に実施。2.5 × 3.5
ｍ区画内に高・中・低木を植え、石積みや竹垣、延べ段、
小舗石によるストーンサークルを 1 人で２日間 11 時
間以内に作るもの。造園競技には 22 人が参加し、金
賞 1 人、銀・銅賞各 3 人、敢闘賞 4 人が選ばれ、茨造
協から 2 人が参加、割貝さんが敢闘賞を受賞した。

第 45 回技能五輪全国大会開催
茨造協　割貝達也さんが敢闘賞を受賞

廣瀬会長から割
貝さんに表彰状
とメダルの授与
が行われた（上）

報告会のもよう
（下）
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施設等の植栽・立木に
かかる剪定などを
ボランティアで
行い環境管理
に 寄 与 す る
社会還元事
業 を 実 施。
以後、継続
事 業 と し て
行われ、平成
20 年 ３ 月 16 日
は、鹿行支部の会
員が連携し、鉾田市の
障害者支援
施 設「 ユ ー
カ リ の 里 」
に お い て、
生垣などの
施設植栽の
剪定と管理
指導などを
行った。

　茨造協は、平成 14 年の協会創立 30 周年を記念し
て、造園建設業の啓発、広報を目的とした社会福祉

作業のもよう
（左）と作業後
の整った姿と
なった生垣（右）

社会還元事業を 鹿行 で実施
社会福祉施設の植栽・立木の剪定や管理指導行う
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　茨造協青年部会は 2007 年 12 月６日から９日までの
４日間、岡山後楽園を中心とした視察研修を実施、20
名が参加した。視察研修は、一昨年の兼六園をはじめ、
日本三名園をテーマとした２弾で、鯉渕真佐雄茨城県
土木部都市局公園街路課長のご紹介をいただき、諸橋
精一茨城県偕楽園事務所長、山本哲之進岡山県後楽園
管理事務所長、梶敏弘栗林公園観光事務所長のご協力
で実現。今年度は、地元偕楽園で視察研修を行う方針

だ。
　岡山後楽園を中心とした視察研修は、６日水後楽戸
をバスで出発。車中泊で翌８日朝に岡山市内に入り、
午前中に岡山後楽園を視察した。
　岡山後楽園は約４万坪で、貞享４年 (1687) に着工、
元禄 13 年 (1700) に完成し、江戸時代の姿を大きく変
えることなく、現在に伝えられてきた地方で稀な大名
庭園で、藩主の静養、接待の場として使われたが、日

岡山城の北側に広がる後楽園は、かつて上流から水を引き、
池や滝に利用し、曲水は再び川に戻る設計で、大半を田畑だっ
た。写真右下は巨石を 90 数個に割って組み戻した「大立石」

岡山後楽園や栗林公園など訪ねる
茨造協 青年部会　視察研修を実施
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後楽園には広い芝生地が広がるが、明治以前は大半が田畑であり、その名残りで井田として多くのハスが見られる。写真右は視察のもよう

栗林公園の水辺風景（写真右の中央億は「小普陀」と呼ばれ、園内の他の場所の石組み
とは異なる室町時代（1400 年頃）の技法が見られ、栗林公園発祥の地とされている）

栗林公園の整然とした石組み（左上）
現・商工奨励館の旧藩主「檜御殿」（右上）
視察のもよう（左）

藩
政
時
代
に
植
え
ら
れ
た
讃
岐
の
黒
松
は
、
長
年
に
わ
た
る
手
法
管
理
さ
れ
、
そ
の
姿
が
箱
の
形
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
「
箱
松
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
栗
林
公
園
独
自
の
樹
形
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
一
番
下
））

　栗林公園は広さ約 23 万坪の広大なもの
で、寛永年間 (1620)、紫雲山を背景に南湖
一体を造園し、さらに寛永の末に讃岐藩主
となった松平頼重公 ( 水戸光圀の兄 )、さ
らに５代頼恭公に至る 100 年余にわたり
歴代藩主が修築、拡大し、延享２年 (1745)
に完成。明治維新に至るまでの 228 年間、
松平家 11 代の下屋敷として使用された。

豊かな緑の中で、特に松
の緑が美しく、これを映
し出す南湖水面との調和
が素晴らしい空間となっ
ている栗林公園
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光
明
院
の
波
心
庭
は
三
尊
石
組
み
が
配
さ

れ
、
本
堂
と
書
院
の
ど
ち
ら
か
ら
も
美
し
い

姿
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る

　８日は、江戸時代の雰囲気を色濃く残し、日本
を代表する観光地としても知られる倉敷の美観地
区を散策、午後に姫路城および姫路城西御屋敷跡
庭園の好古園を視察した。
　倉敷は観光立国が国の主要施策に掲げられる以前か
ら観光対策に取り組み、まちなみの統一をはじめ、国
宝・姫路城が水戸市が目指す世界遺産に登録済みなど、
参考にすべき点を学んだ。
　最終日の９日は、京都・東福寺および周辺を散策。
昭和 14 年 (1939) 年、重森三玲氏が造庭した東福寺の
東西南北４つの庭は、鎌倉時代の石組み様式を踏襲し
た南・蓬莱の庭やそれまでの日本庭園にまったくない
斬新さで作庭当初、京都の造園業界から不評を被った

姫路城前での記念撮影（左）と、姫路城西御屋敷跡庭園「好古園」の流れ（好古園は、
約 3.5ha の中村一氏設計監修による日本庭園で、市制百周年を記念し平成４年完成）

という北・松の庭をはじめ、同じく重森氏作庭の龍吟
庵の方丈南庭、光明院の波心庭などを視察。
　その後、復路水戸に向かい、夜遅く無事に到着、散
会した。

龍吟庵の白砂（海波）と黒砂
（雲紋）を地模様とした異相
の庭で、龍が海中から昇天す
る姿を象徴化した方丈南庭

東
福
寺
の
南
庭
（
左
）
は
手
前
が
神
仙
四
島
、
奥
に
五

山
の
築
山
を
配
置
。
北
庭
（
右
上
下
）
は
、
コ
ケ
と
石

の
市
松
模
様
で
構
成
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る



茨 城 県 造 園 業 協 同 組 合
理事長  飛田 賢一　副理事長  川上  一夫　副理事長  庄司 憲生

ほか　組　合　員　一　同
事務局 水戸市白梅 2-4-6　電話 029-302-7900　FAX 029-302-7901
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編集後記　　“観光いばらき”を『造園いばらき』から
　県の広報誌『ひばり』５月号では、“観光いばらき”を取り上げ、前年の GW 中に県内観光施設 50 カ
所への来訪者は約 135 万人で、一昨年に比べ約６万人増加。北関東自動車道（桜皮筑西 IC ～笠間西 IC）
間の開通で、さらに多くの方にいばらきに出掛けてもらおうと、さまざまな催事を紹介していました。
　こうした中、現在話題のガソリンの高騰は、造園業界にとって大きな痛手であるとともに、ドライブを
控える動きにもなっており、観光への影響も懸念されます。しかし、家族や友人、恋人などとの旅行は“プ
ライスレス”、何ものにも代えられないものであり、せっかくの機会なら、素敵な思い出、後学のために
なる場所を訪れたいと思うものでしょう。そして、茨城にはその素地がたくさんあるように思います。
　幸い、JR の幹線なども充実し、ガソリンを気にせず、エコにもつながる電車の利用も便利です。ただ、
今回紹介した青年部の視察で訪れた倉敷のように、一カ所に集中し、徒歩で十分に散策できる観光拠点と
いうよりは、多少の移動が伴うものと考えられ、回遊性、利便性が今後の観光対策といえるかもしれません。
　しかし、水戸市が世界遺産を目指し、偕楽園や弘道館の周辺整備や連携を推進しており、先の国会で成
立した「歴史まちづくり法案」など、歴史的資産を生かしたまちづくりが今後さらに進みそうです。
　観光は、これからの大きな産業であり、個性豊かなまちづくりが求められる中、その土地ならではの個
性が生かせる、地域の活性化にもつながり、さらに、その地域で育つ子どもたちにも自分たちの暮らして
いる場所の素晴らしさや歴史、自然をこれまで以上に感じられる教育効果もあるはずです。
　今年度の『ひばり』の表紙は、茨城百景と題して、茨城を代表する素晴らしい風景が紹介され、その第

1 回が「筑波山」（５月）、第２回は、ぐんまフェアで茨城
県が出展した花壇のデザインにもなった「あやめ咲く水郷
潮来」（６月）でした。茨城は歴史、そして海や山をはじめ
とする自然に恵まれ、都心だけでなく、東北などからもア
クセスしやすく、飛行場の開港にともない今後は、国外な
どからも一層の来訪が期待されます。
　そして、こうした観光や美しいまちづくりのベースとな
る緑の創造、保全が私たち造園に携わるものの役割です。
造園は建設業の一業種となっていますが、その始まりは、
一部の識者や僧と、農業従事者であったといわれています。
地球温暖化などとともに、食料不足が危惧され、食育など
の教育も求められる中、今後は“農”を再び生かした造園
の可能性もあるように、これまた今回の青年部の視察で日

本三名園の岡山後楽園が田畑も含んで美しい園を成していた姿を想起し、感じ得ました。
　そのほか近年、造園業は、指定管理者などにも取り組み、緑をはじめとする自然を生かすことのできる
経験も評価され始めました。ガソリンをはじめ、経済環境は厳しいものの造園を生かせる分野は広がって
います。『造園いばらき』から、“観光いばらき”につながるよう、皆様からの造園、環境緑化に関する情
報提供などを得ながら、広報も充実していきたいと思います。貴重なご意見をお寄せください。

茨城の観光をＰＲする各種パンフレット



＜県北支部＞　　　　支部長　猪瀬　清次

㈲会沢造園		 水戸市渡里町 2526	 　　　	 029-225-0067

㈱市毛造園		 ひたちなか市馬渡 1285-5	 029-272-1334

岩倉緑化産業㈱	 笠間市福原字トウガ峰 800-3	 0296-74-4468

㈱植幸	 	 水戸市栗崎町 1682	 	 029-240-5008

㈱植正園	 	 水戸市常磐町 1-1-40	 　　　	 029-224-8766

㈱海野ガーデン	 ひたちなか市中根 5072	 029-273-6013

㈲エバタ造園	 水戸市上国井町 1594	 　　　	 029-239-6322

㈱大平造園土木	 笠間市鯉渕 6241-42　　	 0296-77-3021

㈱小田緑地建設	 水戸市見川町字釜場 2530-5	 029-305-1234

㈱神永造園		 ひたちなか市足崎 1287	 029-285-0246

㈱鴨志田造園建設	 水戸市青柳町 3814-2	 　　　	 029-225-6052

㈲川﨑造園		 ひたちなか市田彦 632-1	 029-272-0571

環境保全事業㈱	 那珂郡東海村村松 1033-1	 029-282-8855

興和緑地建設㈱	 水戸市白梅 1-3-23 興和ビル	 029-225-6187

㈱小澤造園		 水戸市上水戸 1-4-38	 　　　	 029-224-7733

㈱小林造園		 水戸市小吹町 2054-2	 　　　	 029-241-7587

㈲小林農園		 日立市折笠町 719	 　　　	 0294-43-5193

㈱三陽造園土木　　	 東茨城郡城里町小勝 718-2						 0296-70-6061

㈱信濃造園土木	 ひたちなか市西大島 1-1-30　　	 029-273-2756

㈲十文字造園	 ひたちなか市佐和 1468	 029-285-0879

㈱松風園	 	 ひたちなか市長砂 625-2	 029-285-3210

昭和造園土木㈱	 笠間市笠間 4358-2	 　　　	 0296-72-5104

㈲植心園	 	 那珂市本米崎 2702	 	 029-298-1498

㈲鈴木グリーン企画	 水戸市小吹町 1555-9	 					 029-244-2700

㈲鈴木緑化サービス	 水戸市萱場町 747-2	 　　　	 029-253-3910

㈱砂押園芸		 ひたちなか市高野 48	 							 029-285-0233

㈲成樹園	 	 水戸市平須町 1846	 　　　	 029-241-0238

㈱石翠園	 	 水戸市平須町 2-97	 　　　	 029-241-0404

㈱千本杉	 	 那珂市菅谷 605-21	 　　　	 029-298-0575

㈱大京園	 	 水戸市姫子 1-41-1	 　　　	 029-253-0615

㈱大子造園土木	 久慈郡大子町矢田 910-1	 0295-72-0001

㈱田寺緑地土木	 水戸市吉沼町 965	 　　　	 029-227-3388

㈱田中造園土木	 笠間市箱田 1167-1	 　　　	 0296-72-1027

㈱タナカ築庭	 水戸市石川町 2-4074-8	 029-253-4128

常磐造園㈱		 水戸市酒門町 3218-1	 　　　	 029-248-0081

㈱都市緑地サービス	 ひたちなか市中根 3646-6　　	 029-273-7662

㈱中庭造園土木	 那珂市横堀 660	 　　　	 029-298-3291

㈱日本造園		 水戸市見川 5-1251-63	　　　	 029-229-8840

㈱沼田緑化園	 水戸市笠原町 1691-2	 　　　	 029-243-0123

㈱橋本農園		 那珂郡東海村豊岡 466	　　　	 029-282-2388

( 資 ) 幡弁商店緑化部	 小美玉市小川 1488	 　　　	 0299-58-2002( 代 )

飛竜造園㈱		 那珂市堤 302	 　　　	 029-298-7945

㈱水庭農園		 日立市本宮町 5-8-6	 　　　	 0294-24-3228

㈱水戸グリーンサービス	 水戸市堀町 959	 	 029-225-2754

水戸緑地建設㈱	 水戸市元吉田町 1852-86	 029-248-8700

㈱宮嶋造園土木	 東茨城郡茨城町小幡 68-56　　	 029-292-5787

㈲望月造園		 東茨城郡茨城町駒場 1802	 029-292-2752

㈲山喜園	 	 高萩市下手綱 1485	 　　　	 0293-23-6935

㈱吉沢緑化造園	 日立市水木町 2-21-12	　　　	 0294-52-0712

緑地企画㈱		 水戸市平須町字原山 158-187			 029-243-7700

㈱緑建	 	 水戸市堀町 112-3	 　　　	 029-254-8441

㈱和香園	 	 ひたちなか市佐和 1735	 029-285-0306

＜鹿行支部＞　　　　支部長　山中　廣司

安藤造園㈱		 神栖市矢田部 5806	 						 0479-48-0059

㈱大賀志造園土木	 神栖市石神 439	 							 0299-92-1695

大塚造園建設㈱	 神栖市筒井 1262-2	 							 0299-92-0530

大根造園土木	 神栖市土合西 2-1-8	 							 0479-48-3678

㈱鹿島ガーデン	 鹿嶋市宮中 6-6-9	 				　	 0299-83-3111( 代 )

鹿島花壇土木㈱	 神栖市柳川 1707	 　　	 0479-46-0044

鹿島庭園㈱		 鹿嶋市宮中 1992-1	 　　	 0299-82-2045

㈱水郷園建設	 行方市四鹿 207-1	 　　	 0299-73-2006

㈱辻田造園建設	 鹿嶋市下塙 886-3	 　　	 0299-82-9097

㈱富山園建設	 鹿嶋市大船津 2223	 　　	 0299-82-0516

日比谷殖産㈱	 鹿嶋市武井釜 793-1	 　　	 0299-69-1762

㈱ミドリヤ		 鉾田市大蔵 233-5	 　　	 0291-39-6088

山中造園土木㈱	 神栖市筒井 1373-1	 　　	 0299-92-0251

豊造園㈱	 	 神栖市筒井 1213	 　　	 0299-92-2566

㈱和鹿松園建設	 神栖市太田 456-15	 　　	 0479-46-0033

＜県南支部＞　　　　支部長　宮本　和雄

㈱浅野造園土木	 つくば市作谷 2715	 　　	 029-869-1118( 代 )

㈱市川造園		 つくば市今鹿島 103	 　　	 029-847-2554

茨城県県南造園土木（業）	 土浦市田中 3-2-1	 	 029-822-3771

㈱茨城光松園	 取手市桑原 597	 　　	 0297-73-2231

㈱浮間興業		 つくば市片田 343	 　　	 029-837-1603( 代 )

オガ建設㈱		 土浦市乙戸南 3-8-13	 　　	 029-830-4300

㈱オキヤマ		 つくば市要 109	 　　	 029-864-0444

㈱貝沢造園土木	 つくば市谷田部 3524-2	 029-837-0222

㈲樫村造園土木	 石岡市若宮 2-6-15	 　　	 0299-22-6867

㈱川上農場		 つくばみらい市小張 4041	 0297-58-6518

菊地植木建設㈱	 取手市桑原 1104	 　　	 0297-73-3241

㈱近代造園さくらい	 取手市井野台 1-4-7	 　　	 0297-73-4187( 代 )

㈲古平園	 	 つくば市蓮沼 10	 	 029-864-0777

小林造園土木㈲	 石岡市小幡 295-1	 　　	 0299-42-3313

㈱坂田園芸		 土浦市上坂田 610	 　　	 029-862-2431

㈱芝良	 	 つくば市作谷 3438-7	 　　	 029-869-0311

スズキ造園土木㈱	 つくば市寺具 1011-1	 　　	 029-869-0500

第一造園土木㈱	 土浦市大岩田 534	 　　	 029-821-3708( 代 )

大成造園土木㈱	 土浦市西並木 3600	 　　	 029-822-2311

㈱千代田	 	 かすみがうら市横堀 287	 0299-59-4068

つくば都市緑化㈱	 つくば市下別府 489-81	 029-847-6439

土浦造園㈱		 土浦市佐野子 1061-1	 　　	 029-821-3585( 代 )

遠野緑地建設㈱	 つくば市東光台 1-19-4	 029-847-5282

常盤造園建設㈱	 取手市駒場 4-5-22	 　　	 0297-73-0551

㈱トヨシマ総合建設	 つくば市上横場 2157-1	 029-836-5959

㈱直井造園土木	 つくばみらい市日川 571	 0297-52-2600

㈱野堀造園土木	 つくば市遠東 254-1	 　　	 029-847-3678

橋本造園土木㈱	 つくば市大角豆 2012-36	 029-851-2547

ヒタチ緑化㈱	 つくばみらい市筒戸 103	 0297-52-3251

不二造園土木㈱	 土浦市佐野子 655	 　　	 029-821-5438

㈲モリタグリーン工業	牛久市牛久町 3318-8	 　　	 029-872-0336

吉沼造園土木㈱	 つくば市吉沼 2000	 　　	 029-865-0177

緑化植産㈱		 つくば市若栗 913	 　　	 029-876-0606

㈱若倉	 	 つくば市島名 652	 	 029-847-7397

＜県西支部＞　　　　支部長　山口　喜弘

㈲アイタ	 	 下妻市半谷 430-42	 　　	 0296-44-5296

㈲飯村造園土木	 筑西市小川 1724-1	 　　	 0296-28-0008

稲芝造園建設㈱	 筑西市新治 2003-88	 　　	 0296-57-2045

㈱岩井造園土木	 坂東市大口 2052-1	 　　	 0297-39-2547

㈱川上造園土木	 古河市東山田 1924	 　　	 0280-78-1312

㈲小竹農園		 下妻市五箇 201	 　　	 0296-43-4622

㈱下館造園		 筑西市玉戸 1013-39	 　　	 0296-28-0069

常緑工業㈱		 常総市中妻町 5192	 　　	 0297-22-7106

㈱成美造園		 常総市豊岡町乙 1234-18	 0297-27-2281

㈱関城造園		 筑西市関本肥土 362	 　　	 0296-37-3195

塚田造園建設㈱	 桜川市真壁町源法寺 704	 0296-55-1587

つくばクリーン産業㈱	下妻市北大宝 257-1	 　　	 0296-44-2004

中嶋産業㈱		 結城市小田林 1424	 　　	 0296-32-8282( 代 )

㈲中田造園		 下妻市北大宝 460-2	 　　	 0296-44-5432

㈲中山造園土木	 坂東市辺田 955	 　　	 0297-35-0644

山口造園㈱		 筑西市倉持 629	 　　	 0296-52-2350

㈲				原グリーン	 下妻市高道祖 2635	 　　	 0296-43-7122

㈱ワイエスケイ	 筑西市乙 836	 　　	 0296-25-0005
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